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サケ， カラフ トマス及ぴサクラマス成熟親魚体腔液

からの Aeromonassalmonicidaの検出制

野村哲 一"・吉 水 守"・木村喬久"

(1991年 1111 18日受付}

Detection Or Auomonas却 Imonicidain the coelomIc fluid and kidney 

of mature chum salmon (Oncorhynchus ktta)， pink田 Imon
(0. gorbuscha) and masu salmon (0. mO$Ou) 

Tetsuichi Nomura*'， Mamoru Yoshimizu.'， and Takahisa Kimura制

“Hokkoldo Salmon Hatc1u!ry， Fish~， it.f Agt/lr:y， Nakolloslllmo 2-2， 
TQyohira-ku， SapPQro 062. Jopon 

“ Fuculty 01 Fuhtrlts， Hokkaido Ullivf!rsity， MIIUJ(Q-nlochi J一人
Hokodale 041， Japun 

(Received November 18， 1991) 

Detect附nsurvey 00 AerOlnonas salmoniada was conducled rrom the coelomic nuid of 420 
mature c:hum (Onr:orhynclrus kela)， 120 pink (0. gorbllscho). and 180 masu (O. maωu) salmon 
which have 00 clinical叫問。rfuruncul由民 間 19帥 inHokhido. A. safmonici.由...間 lated
from 22 OUI of 120 chum salmon from the Tokachi River. The師umberor A. salmonlcida・n
the coelomic nuid ranged 針。nJO' to 10・CFU{m/in the samples rrom Shibe総uand Teshio 
rivers， respectively. Jt is Suspecled that the coelolllic nuid conl・minatedwith A. solmonlt:lda 
nows out from the fish at the lime of stripping egis or durini maturalion in the pond. Since 
mosl halCheries in Hokkaido drain untrealed sewngc directly 10 rivers， A. $o/monidda in the 
coelomic nuid rrom maturc fish may contaminate Ihe river water and infect olher anadromOt.ls 
鋪 1町lOnwith A. $olm酬 Icldo

。，

Oilfl <ltU・木村.1981; 1ft{ら.1991・.1991b)で. A， UJllllon;cldaの検幽について検討した線告は見られな、d 外観上疋常な竹 (Oncorhynchulkela). カヲプ トマス 、.
(0. ，orbu$cho)及びザタ ヲマス (0.mO$Ou) JRs観.，が

椀障にAerOI附 1/(.1$$011叩 nicido~illi称に保有しているこ

とを鰍告した.

ところで サケ剥.，虜"ま俳9の数日前から，体腔液(卵

巣髄被}を卵処腔内に分泌することが知IられてLるカ {高

野.1974).この体骸液から.，Ol病原ウイルスが検出され

ることが柑告されている{吉水ら.19朗九 ζの事実は採

卵の際に卵 さらに環境のウイルス汚染を危似せしめる

ものであり もし体股程度中にA.sollllonicido fJ・存在すれ

ば 同級の危似がある.しかし，現在まで体鮫液からの

.， ~ケマス網獄事築におけるせ。そう釧のfÆq. (~JU究

間

.，ホ題提J-j'.北t毎週さけますみ化局

"北市道大学水務学術微生物学..'"

本研究では北掬沼の各河川のザゲ科'<<¥J'1UJl魚につい

てI 体位機の A，sallllonlclda保関状況lolぴf左側散を倹討

し。成熟知，{(¥の休腕液中での A.salmol/fcld(.lの存在をゆl

らかにした。さらに腎腿についても問"の険制を行い。

l附鰍{野村 ・木村。 1981;野村ら.1991a. 1991b)までの

結束との山迎につもて倹討した.本怖告はそれらの給処

を述べるものである.

紛斜および方議

1) 体陸演及ひ腎障の A，s4t".onidd4側首状況

ト1) 検隊魚

1989 11' 9月に石川 伊茶仁川蹴酬。 当附11及

ぴ l''"川のR閥均粥舟サケ成納製'<<tU420庖， t:'IiltJU&ぴ

附別川の限然保持ヵ ，フ トマス成然続創n120尼並びに
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尻別JlI斜盟川及び保津川の{車約書費サタラマス成熱製

魚Z十1曲 庵を録集し供Bえした.

なお録集地点は前鍬('(村ら 1991.)に配曾してあ

る.また供隊魚はすべてせ。そう餅の症状を示さないも

のであうた.

1-2)体陸漉!lぴ".からの A.SIIImOlllcldQの倹幽送

体腔政からの A.solltlon;ddaの検111は Y品川ffilZU

tt lll. (1985)に従L縁取した体盤被を鴨通寒天務地 {栄

研}平仮{以下期解突平絞企する}に槍総し 20・Cで矯脅

した. 格地上に幽現した補色々棄をa陸生するコ p ~ ーを

併J蘭し，前線(野村ら.1991・}と問機の方法により n

"向。nfcfdoに肉定した.

腎楓からの A.so/monfddoの検111は前線{野村ら.

19例-)と同様に行。た.

2) 体陸漉中および腎恨の A.so/monlclda tl)生菌数

1:-1)併科

1989年 9月から 10月に個別怜川及び天血川に棚上後

催期醤鳴したサケ成然観魚各 JO曜を録集し供aえした.

なおこれらの供紙魚もすべてせヮそう病の症状を示さ

ないものであった.

2-2) 金薗徹E十数法
体腔液は Yoshimizutt 01. (198S)の方法に従".自

動ピベ，トを用いて無菌的に縁取し その生理的食塩水

10備段階希釈被 O.2mlを望書実平仮に除隊し20・Cで5

日間"".後編色々携を麓生するコH ー監を測定して

A. SQ向。nfddaの生箇殻と した.検出限界は SCFU/ml

であった.膏腺の A.salmonlcfdaの生薗徹は前傾{飾付

ら.1991a)と同織にして求めた.

鎗果

的 体腔液および鴨臆の A.lo/，剤師fcl.白保副総況

削変河川における成熱線魚の体健機及び腎腺からの

.11. salmonlcldo検出庵敏及び倹111場を TableIに示し

'ー九.
ザケでは関査した S河川のうも4河)11.カヲフト マス

では飼査した2阿川中 1阿川l またサタ ヲマスでは3河

T・blc1. DClcction rale o( A. solmon(cida io lhe coclomic fluid (CF) and kidncy (K) or m創""
chum， pink and masu salmon in Hokkaido， Jap・a

γcar/month Speciω 

1989/Sep. Chum 

2・Imon

Pink 
salmon 
M悶 U

salmon 

19891 Chum 
Sep..Ocl. salmon 

• Percenlale 

Rivers 

Ishikari 

'，h・m
Nishibetsu 
Tohor。
Tokachi 
ShibelSu 
Nishibelsu 
Shiribetsu 
Shari 
Shibelsu 

Shibetsu 
Teshi。

No. of tish 
"畠mined CF 

K 

120 

60 
60 
曲

120 
60 
曲

60 
60 
60 

30 

30 

N0.or hh in win hicCh Fd，.E2mdllo庁r叩nkictda 
was dctcClcd 

+ + 
+ + 
。(0.0)・ O( 0.0) 。(0.0) 120(1曲.0)

1( 1. 7) 。(0.0) 10(16.7) 49( 81.7) 
J( 1.7) O( 0.0) 10(16.7) 49{ 81.7) 

3( S.O) 3( 5.0) 18(30.0) 36(曲。)

7( 5.8) 15(12.!i) 23(19.2) 75( 62.S) 

O( 0.0) I ( 1. 7) 4( 6.7) SS( 91. 7) 
。(0.0) O( 0.0) 1(1.7) 59( 98.3) 
I( 1. 7) O( 0.0) J( 1. 7) 58( 96.7) 
。(0.0) 。(0‘0) 。(0.0) 曲11叩 .0)
。(0.0) 。(0.0) 3( 5.0) 57( 95.0) 

16(53.3) 3(10.0) 5(16.7) 6( 20.0) 
4(13.3) 3( 5.0) 15(50.0) 8( 26.7) 

Table 2. Viable counU or A. salmonlcldo in Ihc: coelomic fluid and kidney o( mature chum 
salmon in Shibelsu and Teshio rivers 

Coelomic fluid Kldney 

River No. ot tlsh Noh.ooMr t Rsh Viable counts {CFUlmn No，。『白，h V;圃blecounts (CFU/.) e~amined 
ed min. 同百".田laled min 四百".

Shibeuu JO " 2.0xl0' 
5.6xl0・ 21 5.0xl0' 3.1 x 10' 

Teshio JO 7 3.4x1G・ 8.3x 10'・ " 2.3x 10・
弘9x!G' 
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• 
Relationship between viable cou川sof A 
salmoniclda in c凹 10mトcRuid and Ihose 
in the kidney of malure chum姐 Imonin 
the Shibe'su and Teshio rivers 

Flg.l ， ，・，・
岡山凶 c....nl・'"叫<<剛

D・stributionof viable coun15 of A. :0/' 
館onfcl，由 inthe coelomic nuid and those 
in the kidney or malure chum aalmon in 
lhe Shibeuu and Te日hiorivers 

， "。

制使と円債の仰はそれぞれ傑作JIIで 2.0x10・-5.6x!O' 
CFUjml， 5.0x 10'-3.1 x 10" CFU/I，天溢JlIで J."x

10・町8.3x10'・CPU/m/，2.Jx 10'・-9.9xIQfCFUfaであ
った.それらの分布を Fig.lに示した.

体隆被と腎磁の生蘭散の聞遣を見てみたカ (Fig.2)，

明かな岡係は認められなかうた.

副館

ザケ純.¥!¥照の成例制魚体骸液中の細菌については，

Sauler It/ 01. (1987) の~スノスケ (0. tshawyl$cha)に

ついての鰍告及び 8arkcritl ol. (989) のプヲウ>~ス

(501mo ""110)及び=ジマス (0.mykfs.s)についての棉

岱Dあるが.A. solmonlcldoの倹幽に閲する線告は見ら

れなも.前傾{野村木村 1981野村ら.1991.，19倒的

までの野腺からの検出と問憾に，今回北泌;a内の倒飢栴

nしたザケ，カヲフトマス11.ぴザタラマス鋭Mlの体険機
から A.solmonicidaが倹111されることが切lらかにな勺

た.

!!fIlと体験砲貨の丙脅から倹幽された例が多いことか

ら!体腕組貨の蘭は腎眠山来を思わせるが 体限確から倹

111されたのにも聞わらず腎障から倹11¥きれなかヲた例体

もかなりあり 例者から検出された場合， J量的な相側関

係は認められず 体隆被内の爾の由来は腎院のみと u.~.

えないようである.この点は今後検討したい.

さけます人工J品化'1'擦においては椴熱烈子電池におけ
る 成熱度の鑑別時に漁民により集められた魚体の胸部

調，

Flg. 1. 

)11中 1河川の成納税舶の体腔被から A.lafmonlcfdaが

検出された.腎腿からはサヶでは飼査した3河川中4剤

JII.カラフトマスでは 2j1~JH中 2 丙JIIから.またサタラ

マスでは3河川巾2河川lで検出された.

検幽皐をみると，ヵ，フ'マスとサタ，マスでは低<.

今ケでも石狩，0'茶仁及び酋別の3河川では問僧に低か
勺た.しかし当悦JIIと寸勝川では高かqた.またどの河

川でも腎岐に比べて体肢液からの検出色鮮は低か。た。腎

...体陸制度の両方から検出された倒体は比敏的少な<.

腎凪から検出された 田 尾中 70尾では体般肢からは検

111されなか。た.い"'ぎう。体也被から倹則された"尾

中の 19尾では腎眠からは検出されなか勺たこkがt，目

された.

') 体腔液中および111・の A.so/monlc/.向の生直散
栂tltJII及び天JUJrIのサケ成熱製魚の体腔波及び腎民か

らの AI.salmolllddaの分鰻状況を Table1の下段に記

入した.丙河川聞で分自直状況はやや鈴なり，保持川では

両脅から分鰻された倒休が多〈 天JU川では幣信のみか

ら分肉医された倒体が多か勺た.またこれらでも体舵機か

らのみ分雌されたものがあることが注目された.これら

の検出皐は上況の周資制集に比べて高い傾向にあるが，

その差が地核鐙によるのか。間在の時期の..によるもの

かは現在のところ不明である.

生薗髭は検出されたものについて筒開公示すと.体験
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ヵ:圧迫され，.た個別に服部を医して熱l度の鑑別を行う

ことが通常の作寮左して行われて、る.その際。 体肢植

は省鍵池内にS摩幽され，これに伴、、体腔液中に存在する

A. solmonlcldoも当R京都賀池を門ヨ食するものと考えられ

る.

さらに傑卵時の開腹作業により.ほほ体腔語貨の金二枇が

採卵場"水へ擁u，する.多〈の北海道内におけるザケ属

1M'の傑卵鳴では 使mした鱒水は未処組のまま河川へ
俳水され.従勺て A.sol"前向IcfdafJ、観魚の棚上する河

川に大置に鉄則されることが予怨される.すなわち，li1

魚体陛懐中に存在する A.solmo'llcldaは他の棚上拠j(，

への郷後甑として賞獲な意味を持つものと考えられるa

h必殺の鉱大を防止するためには 傑卵助の"水を減首長後

鉾水ずることが必要であろ う.

また体腔液中に .4.salmonlt:idaが存権すると採卵さ

れた卵も A.lolm刷 Icidaにより汚省保され.五化。こともな

い稚魚への感染成立が危側される.

これらから，他然荷鍵池における観魚の取級I 銀卵時

における鈎水の処坦，さらに卵の削1撃をー層厳慣に行う

必裂があるζ とを腎告した，" 

脳 静

本‘野党における隊本の録集には，北泌道きけますふ化

財偽唱'1臨場及び11""法人jt泌沼きけますm賄事調書協会名
{をの絶大なるご陥力を仰ることができた.ここに以心よ

り感謝の意を裂する.
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